












現在、学部の哲学・思想文化学専修には、2 年生 8 名、3 年生 7 名、4 年生 9 名が、大学院の
哲学哲学史専門分野には、博士前期課程学生 5 名、後期課程学生 6 名が、大学院の現代思想文化
学専門分野には、博士前期課程学生 5 名、後期課程学生 7 名、研究生  名が在籍しています。各
教員は、臨床哲学所属の教員と連携しつつ、教育・研究指導に当たっています。













誌 “Philosophia OSAKA” を発行しています。これは、本誌『メタフュシカ』とあわせて、研究室
の HP（http://www.let.osaka-u.ac.jp/philosophy/）の「出版物」の頁から閲覧することができます。
哲学哲学史・現代思想文化学の研究会として、handai metaphysica を開催しています。2006 年
3 月 8 日には、須藤教授・中橋助手・百崎院生の各論文の合評会が行なわれました。同年 8 月 9
日の研究例会では永井均教授（千葉大学）に「意識の神秘は存在するか」という題目で発表をし
ていただきました。特別講演会としては、同年 3 月 25 日に M・クヴァンテ教授（ドイツ・ケル













国際フィヒテ協会大会（2006 年 0 月 3 日－ 7 日、Frankesche Stiftung（Halle））において、
入 江 教 授 が „Eine Aporie der Fichteschen Wissenschaftslehre	 ─	Unbegreifbarkeit der intellektuellen 
Anschauung	─ “ という題目で研究発表を行ないました。なお、入江教授は、日本フィヒテ協会
の会長選挙（同年 2 月）で再任されました。任期は、2007 年 4 月から 200 年 3 月までとなります。







テムとその外部──」（2006 年 2 月 7 日）において中橋助手が「環境と倫理──世界内存在」と	
いう題目で発表しました。
2005 年 3 月以来、ドイツ・パッサウ大学、アメリカ・ピッツバーグ大学で在外研究を行なっ
ていた入江教授が同年 2 月に帰国しました。また、昨年に引き続き、冨岡基子院生がフランス・
社会高等研究院（EHESS）に、津崎良典院生がフランス・パリ第一大学に留学しています。他に、







大石敏広修了生が 2006 年 4 月  日から沖縄工業高等専門学校に勤務しています。
長年にわたり、研究室のみならず学会においても指導的な役割を果たされた溝口宏平教授が
2006 年 6 月 22 日に膵臓癌のため他界されました。また、西松豊起修了生が同年 9 月 23 日に病
気のため、博士前期課程の大谷大輔院生が同年  月 22 日に事故のため他界されました。謹んで
哀悼の意を表します。	 （中橋）
○　臨床哲学
学部（倫理学）には 2 年生 0 名、3 年生 6 名、4 年生 0 名が在籍している。大学院（臨床哲学）












作文」（寺田）、「科学技術と倫理 III、IV ＊」（稲葉他）。（＊は 2 世紀 COE 科目）
機関誌『臨床哲学』の第 6 号を刊行（予定）。
以下の各氏が博士号を取得した。
◦	Lyudmila Slavianska "The Impossibility of Reaching a Social and Moral Consensus on Euthanasia 
and Physician-Assisted Suicide and the Search for Alternatives"
◦高橋綾「こども学から＜こどもの哲学＞へ　メルロ＝ポンティ、デューイとともに」
◦玉地雅浩「転調する身体─中枢神経系の生涯を持った人に対する理学療法を考え直す」
◦森芳周「カント批判哲学におけるカテゴリー論の研究」
◦渡辺美千代「身体とケアの看護現象─ケアの＜あいだ＞に見えること・見えないこと」
七月に電子情報通信学会コミュニケーション基礎研究会にて本間助教授と高橋綾（OD）が哲
学カフェについて発表。
十一月に対話シンポジウムにて本間、高橋、松川絵里（院生）、樫本直樹（院生）が共同発表。
十一月に関西倫理学会にて、岸田智（OD）と紀平講師が口頭発表を行った。
出版活動
鷲田清一教授
◦『「待つ」ということ』（角川学芸出版、二〇〇六年九月）
◦『感覚の幽い風景』（紀伊國屋書店、二〇〇六年六月）
◦『てつがくを着て、まちを歩こう─ファッション考現学（文庫）』（筑摩書房、二〇〇六年六月）
紀平知樹講師
◦『西洋哲学入門─ 6 つの主題』（梓出版、二〇〇六年五月）
◦『ポストモダン時代の倫理』（ナカニシヤ出版、二〇〇七年一月）
（紀平）
